
  

 

政策の基

本方向 
政        策 

Ⅰ「守る」  

 

～命と暮

らしの安

全・安心

を実感で

きるため

に～ 

１ 防災・減災 

県民の皆さんの命や生活に甚大な影響を及ぼす災害の発生に備える防災・減災の観点から、

災害は必ず起こることを前提に、ハード・ソフト対策の両面から地震・津波や風水害などの

防災対策に取り組みます。 

２ 命を守る 

県内の全ての地域において、県民の皆さんが必要とする医療サービスや介護サービスを受

けることができ、生涯にわたって健康な暮らしを続けることができるよう、県民の皆さんの

命を守るという視点から、安心で質の高い医療・介護サービス提供体制の構築に向けて取り

組むとともに、死亡原因の第１位であるがんに関する対策や県民の皆さんのこころと身体の

健康づくりの取組を進めます。 

３ 共生の福祉社会 

障がい者や生活に困窮する人などが、福祉サービス等を利用しながら、住み慣れた地域で

自立し社会参画できる仕組みや、地域活動に関わるさまざまな主体が協力し、ライフステー

ジに応じた質の高い福祉サービス等を維持できる仕組みづくりを推進します。 

４ 暮らしの安全を守る 

犯罪、交通事故、消費者トラブル、薬物の乱用、食の安全、感染症の拡大、獣害など、日

常生活の中で遭遇する可能性のあるさまざまなリスクに対して、県民の皆さんの暮らしの安

全を守るという視点から、県民の皆さんや地域、行政等の関係機関が一体となって備えるこ

とのできる社会づくりを進めます。 

５ 環境を守る 

県民の皆さんの自主的な活動やさまざまな主体が連携した取組により、温室効果ガスの排

出抑制や、廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用等を推進するとともに、野生動植物の保護・

管理や、里地・里山・里海などの自然環境の保全を進めます。 

Ⅱ「創る」 

 

～人と地

域の夢や

希望を実

感できる

ために～ 

１ 人権の尊重と多様性を認め合う社会 

性別や年齢、障がいの有無、国籍などにとらわれず、県民一人ひとりが個人として尊重さ

れ、誰もが互いに支え合いながら社会におけるさまざまな活動に参加できるよう、県民意識

の醸成や仕組みづくりを推進します。 

２ 学びの充実 

一人ひとりの可能性を「開花」させ、「生き抜いていく力」を育み、人生を豊かに輝かせる

営みであり、それぞれの個性・能力が社会参画という形で咲き誇ることをとおして、社会に

発展という「実り」をもたらす創造的な活動である教育の取組を進めます。 

これからの社会の担い手である子どもたちへの教育は最重要課題であることから、学力の

育成、豊かな心の育成、身体の育成、特別支援教育の推進、安全で安心な教育環境づくり、

地域に開かれ信頼される学校づくり、高等教育機関の充実に取り組みます。 

 

（参考２） 



  

政策の基

本方向 
政        策 

Ⅱ「創る」 

 

～人と地

域の夢や

希望を実

感できる

ために～ 

（続き） 

３ 希望がかなう少子化対策の推進 

「結婚・妊娠・子育てなどの希望がかない、すべての子どもが豊かに育つことのできる三

重」をめざして、少子化対策の推進等を図ります。 

「子ども・思春期」「若者／結婚」「妊娠・出産」「子育て」のライフステージごとに切れ目

のない取組を進めます。 

４ スポーツの推進 

スポーツをとおして、人びとに夢と感動を与え、県民の皆さんの一体感の醸成につなげる

とともに、人と人、地域と地域との絆づくりを進め、活力に満ちた三重を創っていくため、

競技スポーツ、地域におけるスポーツや障がい者スポーツの推進に取り組みます。 

５ 地域の活力の向上 

人口減少が進む中、地域の活力の維持・向上に向けて、地域住民、企業、ＮＰＯ、県・市

町等のさまざまな主体が結びつき、みんなで力を合わせて、特色ある地域資源の磨き上げや、

新しい地域資源の開拓等に取り組み、個性豊かで活力ある持続可能な地域づくりを進めます。 

Ⅲ「拓
ひら

く」 

 

～強みを

生かした

経済の躍

動を実感

できるた

めに～ 

１ 農林水産業 

生産・流通体制の整備や雇用力のある経営体の育成・確保、新規就農者を育成するシステ

ムの構築などに取り組むとともに、国内外への販路拡大や食の関連事業者と連携した新たな

マーケットの創出などを推進することにより、「もうかる農林水産業」の実現をめざします。 

２ 強じんで多様な産業 

強じんで多様な産業構造を構築するため、産業の「高み」をめざす取組を強化するととも

に、それらを支える中小企業・小規模企業の活動、人づくりなど産業基盤を強固にする取組

を充実させ、三重県経済・産業のステージアップにつなげていきます。 

３ 世界に開かれた三重 

グローバル化に対応し、国際競争の中で存在感のある三重を確立できるよう、戦略的な海

外との連携、観光産業の振興による誘客促進、三重が誇る魅力や強みの国内外への発信など

を進めます。また、伊勢志摩サミットの開催は、国際観光地としてのレベルアップだけでな

く、国内外の人びとに対する三重県の知名度を向上させる絶好の機会であり、地域の総合力

向上にもつながります。 

４ 雇用の確保と多様な働き方 

若者をはじめ働く意欲のある人が、自己の能力や適性に応じて多様な働き方ができるよう、

地域の実情に応じたさまざまな雇用支援を推進するとともに、ワーク・ライフ・バランスの

実現など、誰もが働き続けることができる環境づくりを促進します。 

５ 安心と活力を生み出す基盤 

道路や港湾などの交流・連携基盤の整備を計画的に進めるとともに、都市基盤の整備や安

全で快適な住まいづくり、公共交通の確保と活用、安定した水資源の確保や土地の計画的利

用に取り組むことで、県民の皆さんの利便性や安定した生活の確保、国内外との交流・連携

活動や地域の経済活動の活性化をめざします。 

 


